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令
和
５
年
12
月
定
例
会
で
は
、
高

騰
す
る
建
築
資
材
や
人
件
費
に
対
応

す
る
新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約

に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項

の
適
用
、
生
活
応
援
給
付
金
給
付
事

業
、
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ

ル
商
品
券
事
業
な
ど
で
21
・
３
億
円

を
追
加
し
、
歳
出
歳
入
総
額
を
３
７

３
・
０
億
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
進
藤
裕
之

か
ら
は
長
岡
京
市
企
業
立
地
促
進
条

例
に
つ
い
て
、
干
場
志
都
恵
か
ら
は

市
民
活
動
の
活
性
化
な
ど
２
点
に
つ

い
て
、
冨
田
達
也
か
ら
は
産
後
ケ
ア

事
業
な
ど
３
点
に
つ
い
て
、
宮
小
路

康
文
か
ら
は
性
に
関
す
る
教
育
な
ど

３
点
に
つ
い
て
、
大
伴
塁
か
ら
は
災

害
対
策
な
ど
３
点
に
つ
い
て
、
会
派

全
員
の
５
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
市
政
に

提
言
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

引
き
続
き
会
派
輝
は
、
住
民
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
皆
さ
ん
の

想
い
を
市
政
へ
と
反
映
さ
せ
る
会
派

と
し
て
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。　
　

　

冨
田
達
也
・
進
藤
裕
之
・
大
伴
塁

　
　
　

宮
小
路
康
文
・
干
場
志
都
恵

　　

令
和
五
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い

て
、
三
十
二
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ

慎
重
に
審
査
を
行
い
全
て
の
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
一
般
質

問
で
は
、
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て
、

災
害
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
情
報
伝

達
を
的
確
に
行
う
た
め
の
体
制
の
構

築
と
、
災
害
時
に
電
気
や
通
信
が
停

止
し
た
場
合
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
令
和
二
年
か
ら
提
案
し
て
お
り

ま
す
、
自
動
起
動
の
防
災
ラ
ジ
オ
の

早
期
導
入
に
つ
い
て
検
討
状
況
と
と

も
に
今
後
の
地
域
防
災
力
の
向
上
に

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

次
に
、
学
校
に
お
け
る
献
血
の
啓

発
、
ま
た
令
和
六
年
十
一
月
に
移
転

予
定
の
新
施
設
（
健
幸
す
ぽ
っ
と
）

へ
の
送
迎
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
の

確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運
動
の

さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

公
明
党
は
「
大
衆
と
と
も
に
」
の

立
党
精
神
の
も
と
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
来
年
度
よ
り
給
食
費
値
上
げ
」　

　

パ
ン
や
牛
乳
の
価
格
が
急
騰
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
据
え
置
い
て
い
た

給
食
費
は
、
教
育
委
員
会
が
昨
年
夏

に
行
っ
た
保
護
者
、
生
徒
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
り
「
小
学

校
で
１
食
あ
た
り
25
円
、
中
学
校
で

33
円
増
の
改
定
」
と
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
給
食
費
無

償
化
（
税
制
化
）
の
声
も
あ
り
ま
す

が
、
「
学
校
給
食
法
」
の
原
則
は
守

る
べ
き
で
あ
る
と
も
考
え
ま
す
。
給

食
費
を
家
庭
が
担
う
こ
と
は
、
家
庭

が
食
材
や
内
容
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
意
見
を
述
べ
、
監
視
す
る
役
割
も

担
っ
て
く
れ
ま
す
。
無
償
化
に
よ
り

家
庭
の
関
与
が
薄
ま
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
共
働
き
が
増
え
て
い
る
現

代
社
会
に
お
い
て
親
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
・
生
徒
が
健
康
の
大
切
さ
を
実

感
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
己
の
健

康
に
配
慮
し
た
食
生
活
が
営
め
る
よ

う
、
学
校
給
食
は
と
て
も
大
切
で
す
。

今
後
も
家
庭
と
の
連
携
、
議
論
が
更

に
重
要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　

上
村
真
造
・
白
石
多
津
子

　　

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
施
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
追
加

提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
案
で
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
七
万
円
、
世
帯
主

の
所
得
が
六
二
二
万
円
以
下
の
世
帯

へ
五
千
円
を
給
付
、
福
祉
事
業
者
へ

十
万
円
の
支
援
や
、
商
工
業
者
・
生

活
者
支
援
と
し
て
商
工
会
の
プ
レ
ミ

ア
ム
電
子
商
品
券
「
ガ
ラ
シ
ャ
Ｐ
ａ

ｙ
」
事
業
を
実
施
す
る
と
の
答
弁
を

得
ま
し
た
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
ク
ー

ポ
ン
や
「
ガ
ラ
シ
ャ
Ｐ
ａ
ｙ
」
事
業

の
継
続
実
施
な
ど
、
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
に
基
づ
く
地
域
経
済
の
活

性
化
策
の
実
施
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
つ

い
て
質
し
、
歴
史
講
演
会
や
文
化
庁

補
助
事
業
で
制
作
中
の
「
７
つ
の
も

の
が
た
り
学
習
帳
」
の
進
捗
を
確
認

し
ま
し
た
。
学
習
帳
は
子
ど
も
も
大

人
も
歴
史
文
化
を
学
べ
る
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
す
る
と
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

今
後
も
豊
か
な
暮
ら
し
と
未
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

八
木
浩
・
中
小
路
貴
司

（
か
が
や
き
）

輝

平
成
自
民
ク
ラ
ブ

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

ま
い
し
ん



会派とは、同じ意見や考えを持つ議員が集まってつくるグループのことです。
ここでは12月定例会で審議された内容について、各会派の意見を紹介します。

　　

12
月
議
会
で
は
、
物
価
高
や
人
手

不
足
か
ら
の
建
築
資
材
や
労
務
費
の

高
騰
に
よ
り
、
長
岡
第
四
小
学
校
で

約
１
・
５
億
円
（
総
額
約
43
億
円
）
、

新
庁
舎
約
10
億
円
（
総
額
約
１
０
０

億
円
）
の
建
設
費
増
額
補
正
等
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

現
在
、
本
市
の
人
口
は
微
増
し
て

い
ま
す
が
就
業
人
口
は
減
少
し
て
お

り
、
個
人
市
民
税
収
が
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
十
年
間
で
、
小
学
校
の
建

て
替
え
で
２
・
５
倍
以
上
も
費
用
が

か
さ
ん
で
お
り
、
高
齢
者
の
増
加
に

対
し
て
相
関
的
に
上
昇
す
る
民
生
費

も
１
・
４
倍
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
起
債
に
頼
っ
た
行
政
運

営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

迅
速
な
対
策
が
必
要
で
す
。　
　

　

ま
た
防
災
で
の
女
性
の
参
画
、
特

に
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
や
防
災
士
を
増

や
す
提
案
を
し
、
市
が
そ
の
方
向
で

取
り
組
む
意
向
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

と
な
り
「
安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
、

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
な

る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
参
り
ま

す
。　
　

小
谷
宗
太
郎
・
川
口
良
江

　　

令
和
五
年
長
岡
京
市
第
五
回
議
会

（
十
二
月
）
定
例
会
で
は
、
三
十
二

件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
全
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
、

　

長
岡
京
市
新
庁
舎
等
建
設
工
事
及

び
長
岡
第
四
小
学
校
再
整
備
工
事
請

負
契
約
変
更
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の

物
価
高
等
の
影
響
で
資
機
材
や
人
件

費
等
の
高
騰
は
避
け
ら
れ
ず
計
上　

　

生
活
応
援
給
付
金
給
付
事
業
は
、

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
一
世
帯
／

七
万
円
）
②
市
民
税
が
課
税
の
世
帯

（
一
世
帯
／
五
千
円
＊
世
帯
主
の
Ｒ

四
年
分
の
所
得
が
六
二
二
万
円
未
満
）

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ
る
生
活

者
・
商
工
事
業
者
支
援
と
し
て
、
商

工
会
の
「
ガ
ラ
シ
ャ
Ｐ
ａ
ｙ
」
を
活

用
し
た
電
子
ク
ー
ポ
ン
で
実
施
（
購

入
上
限
額
五
万
円
／
一
人
を
予
定
）

　

福
祉
事
業
者
等
の
事
業
継
続
支
援

と
し
て
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
緊

急
的
に
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
に

係
る
福
祉
事
業
者
の
事
業
運
営
を
下

支
え
す
る
た
め
に
支
援
（
一
事
業
者

／
十
万
円
）
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全

で
住
ん
で
良
か
っ
た
長
岡
京
市
を
目

指
し
ま
す
。
中
村
亮
太
・
冨
岡
浩
史

　
給
食
費
は
17
％
値
上
げ
へ
。　
　
　

新
庁
舎
工
事
費
は
10
億
円
近
く
増
額

　

市
は
、
学
校
給
食
費
を
４
月
か
ら

値
上
げ
す
る
と
発
表
。
今
よ
り
年
間

で
小
学
校
８
千
数
百
円
、
中
学
校
１

万
円
近
く
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

高
槻
市
な
ど
約
５
百
の
自
治
体
が
給

食
費
無
償
化
を
行
っ
た
（※

）
今
、

値
上
げ
で
は
な
く
無
償
化
こ
そ
進
め

る
べ
き
で
す
。※

有
期
限
含
む　
　

　

新
庁
舎
の
工
事
費
を
約
９
・
８
億

円
増
額
す
る
議
案
が
可
決
。
資
材
費

や
労
務
費
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
そ
も
そ
も
新
庁
舎
は
旧
庁
舎
の

１
・
５
倍
の
規
模
で
、
日
本
共
産
党

は
計
画
段
階
か
ら
規
模
抑
制
を
求
め

て
き
た
立
場
か
ら
、
見
直
し
検
討
な

し
の
増
額
に
反
対
し
ま
し
た
。　
　

ガ
ザ
即
時
停
戦
求
め
る
決
議
を
可
決

　

全
議
員
の
発
議
で
可
決
で
き
ま
し

た
。
蛮
行
を
止
め
る
た
め
、
日
本
で

も
力
を
つ
く
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　

「
大
学
な
ど
の
学
費
引
き
下
げ
」

「
介
護
の
負
担
増
批
判
」
「
保
育
士

増
や
せ
」
の
意
見
書
も
賛
成
多
数
で

可
決
で
き
ま
し
た
。　
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「
脱
炭
素
」
と
い
う
言
葉
が
定
着

し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
市

が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表

明
し
た
よ
う
に
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
し
た
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
、

環
境
へ
の
配
慮
、
加
え
て
災
害
に
対

す
る
備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
東
部
（
勝
竜
寺
）

地
域
に
あ
る
東
ポ
ン
プ
場
の
跡
地
に

防
災
拠
点
と
、
普
段
は
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

で
き
る
体
育
館
整
備
に
つ
い
て
要
望

し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
天
災

に
備
え
日
頃
の
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
地
域
住
民
の
結
束
こ
そ
が
ど

ん
な
困
難
に
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
力

と
な
り
、
そ
の
た
め
に
も
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
と
必
要
性
を

感
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
同
志
ク
ラ
ブ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
で
き
る
ハ
ー
ド
整
備
の
早

期
実
現
を
目
指
し
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

田
村
直
義
・
三
木
常
照

平
成
同
志
ク
ラ
ブ

長
岡
京
未
来
の
会

れ
い

め
い

長
岡
京
黎
明
の
会


